
[下総国分寺跡（市川市）]探訪レポート

　　　非常に分かりにくい所にある



　　　仁王門（旧南大門）が見える



天平様式で再建された、現下総国分寺南大門で、大きさは創建当時の四分の一、位置は現本堂に合わせるためか少し東にずれているという（説明板参照）







　　　　　境内側から見る









現本堂が見える





この現本堂の場所が金堂基壇に重なる







右側面から見る





左側面から見る





　　　　鐘楼





　　　　　裏手の墓地に回ってみる（前方に標石がある）





　　　　ここの辺りが講堂基壇部分



前方の現本堂の場所が金堂基壇部分



　こちらの方角が七重塔の基壇部分



インターネットより



　　　燈篭



燈篭



宝篋印塔があった





　　これは最近の宝篋印塔だが、なかなか立派



　千鳥破風付き



　　こんなのも



　　七重石塔



層塔



　　大きな軒反り



　　　創建伽藍に使われた礎石か？



　　　東門



参考ホームページ

http://orange.zero.jp/kkubota.bird/shimoosa.htm

http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Sumire/8209/mania2.htm

http://www.st.rim.or.jp/~komatsu/simousa.html
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